
国立大学の個別学力検査では記述式問題は課されていないのか？

宮本友弘， 倉元直樹（東北大学）

大学院大学4校を除く国立大学82校の2015年度一般入試個別学力検査の枝問24,258間を対象に「80字
以上の記述式問題」の出題状況を分析した。1,088 問が出題されており， 「地理歴史」 「公民」の科目全般
において出題されやすい傾向にあった。 全く出題しない大学は9大学に過ぎなかった。各大学の出題の特徴
をみると， 複数の教科・科目で幅広く出題する大学(37 大学） と「総合問題」(8大学）， 「国語」(8大学），
「生物」(20 大学）を中心にして出題する大学に類型化された。 以上から， 大部分の国立大学において80字
以上の記述式間題は課されており， 出題教科は「国語，小論文， 総合問題」だけに限定されないことが明ら
かになった。

1はじめに

大学入試センタ ー試験に代わる「大学入学者希望者
学力評価テスト（仮称）」（以下，「新共通テスト」）
の論点の一つが， 記述式問題の導入である。

高大接続システム改革会議「最終報告」（高大接続
システム改革会議2016)では， 新共通テストで記
述式問題を導入する理由として， 「現状において， 大
学によっては， 一般入試の試験科目が1�2科目のみ
となっている場合もあること， 知識に偏重した選択式
問題が中心で記述式問題を実施していない場合もある
こと， 記述式を実施している場合であっても， 複数の
情報を統合し構造化して新しい考えをまとめる能力や
その過程や結果を表現する能力などについては， 必ず
しも十分に評価されていないことが多いこと」(p.4 7)
を挙げている。 また， これに続く， 「高大接続改革の
進捗状況について」（文部科学省，2016)では， 「国
立大学の二次試験においても， 国語，小論文，総合問
題のいずれも課さない募集人員は，全体の約6割にの
ぼる。共通テストに記述式問題を導入し， より多くの
受験者に課すことにより， 入学者選抜において， 考え
を形成し表現する能力などをより的確に評価すること
ができる」(p.11)と述べている。

このように， 新共通テストヘの記述式問題の導入は，
各大学の個別学力検査の問題の量と質を補完すること
を意図しており， とくに国立大学については， 唯一の
実証的根拠に基づき， 量の間題が強調されている。

しかしながら， 記述式間題は， 「国語小論文， 総
合問題」だけに限定されるものではない。 それ以外の
教科・科目においても「複数の情報を統合し構造化し
て新しい考えをまとめる思考・判断の能力や， その過
程を表現する能力をよりよく評価する」（高大接続シ
ステム改革会議2016 , p.56)ことは可能であろう。
また， そもそも国立大学の個別学力検査における記述

式問題の実態を詳細に調べたデータはみあたらない
（宮本・倉元， 印刷中）。 したがって， 「高大接続改革
の進捗状況について」（文部科学省，2016)で示され
たデー タをもって， 「国立大学の個別学力検査では記
述式問題は課されていない」と結論づけるのは早計で
あろう。

そこで，倉元・宮本 (2016)は， 大学浣大学4校を
除く国立大学82校の2015年度一般入試（前期日程，
後期日程） における個別学力検査の試験問題を収集し，
枝問の解答形式を分類した。 その結果，．収集された
24,066 問のうち，87.5%が記述式に該当した （詳細は，
宮本・倉元， 印刷中）。さらに， 募集単位ごとに各教
科・科目の「必須科目」「選択科目」の指定状況と大
学ごとの教科・科目別の各解答形式数を突き合わせ，
実際に受験者が各解答形式に該当する枝問を1 問以上
解いたと推定される募集単位の募集人員と志願者数を
算出した。 その結果， 高大接続システム改革会議
(2016)で「思考カ・判断カ・表現力」の評価可能性
が低いと位置づけられている「穴埋め式」と「短答式」
を除いた場合でも， 募集人員の91.1%, 志願者数の
85. 7%に対して記述式問題が課されていた。 以上の結
果はあくまで速報値であり， 今後データを精査する
ことで数値が若干変わる可能性がある。 また， ごく少
数ではあるが収集しきれなかった試験問題も存在する。
とはいえ「国立大学の個別学力検査では記述式問題は
課されていない」という認識が必ずしも実態に合致し
ていないことを端的に示した結果といえよう。

ところで， 平成28年11月4日に文部科学省は， 国
立大学協会に対して， 新共通テストにおける記述式問
題の出題方式，採点方法等について新たな提案をした
（国立大学協会，2016)。 そこでは， 2つのパターンの
言己述式問題を国語の試験の中で出題し， より深く思考
カ・判断カ・表現力等の能力を問う中～高難易度の問
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「パターン1」と，80字 程度の短文記述式によ
り基盤的能力を問う中難易度の問題の「パターン2」
から構成されるとした。 ­
会の対応はさておき， ここで着目したいことは，
式問題の難易度を分ける量的な目安として80字が示
されたことである。 すなわち，80字を超えることが，
「 考えを形成し表現する能力などをより的確に評価す
ることができる」（文部科学省， 2016)こと

目安として提示されたといえる。
トの「 実施方針」は平成 29

・公表予定とされ， 現時点（平成 29年4月 20日）
では公表 されていないが， 平成29年4 月14 日付の
朝日新聞（水沢・氏岡2017)によれば， 原案では国

80"-'120字程度の記述式問題が出題されるとい
う。 ここにおいても「80字以上」公舌上紐｛占心圧心

目指す言改防守』題の要件と考えられてし

本研究では，80字以上の記述式問
あらためて国立大学の個別学力検

「 国立大学の個別学力検査では記述式問
題は課されていない」について検証することを目的と
する。 具体的には， 宮本・倉元（印刷中）において収
集しきれなかった問題を補充し，それに合わせて教
科・科目の分類カテゴリ ーも適宜補充した上で，
形式の分類カテゴリ ーに「80字以上で解答する記述

を 新たに追加して， 問題の分析を試みる。

2方法
2.1分析対象

4校を除く国立大学82校の 2015
（前期日程， 後期日程）個別学力検査で出題

された問題を分析対象とした。 このうち， 「 2016年
版大学入試シリ ーズ」（教学社）， いわゆる「赤本」が
刊行されている75 大学については，そこに収載され

した。 ただし， 収載を省略された問題に
ついては当該大学のWebページからダウンロ ー ドす
るか， 直接依頼して送ってもらった。 また， 「赤本」
が発刊されていない7大学の問題についても同様の手
続きで可能な限り収集した〕

解答の最小単位（枝問 ） に対して行った。
24,258問の枝問が分析対象となった。 な

前期日程の実施大学82大学中2大学が， また，
後期日程の実施大学75大学中9大学が個別学力検査
を課してし

2.2分析方法
『テスト・スタンダー ド』（日本テス

及び高大接続システム会識
2016) 

カテゴリ ーを作成した。
他」の3つのカテゴリ
では7 , 「 記述式」
位カテゴリ
B3とB4
は80

B6 

B7 

B8 

B10 

B11 

20 07) 
（高大接続シ

表1に示す分類
「記述式」「その
さらに

11, 「その他」では 2 の下
した。 宮本・倉元（印刷中）では，

りは 40字であったが， 今回の分析で
した。

1解答形式の分類カテゴリ ー

三
Bl I穴埋め式（リード文などの該当箇所に穴があり，それを

埋める問題）
82 I短答式（語句，

83-

84-

BS

 

B9 

（図，絵などによる解答を求められる問

その他
可コンピュータ式（ドラッグ・アンド・ドロップ，

るいはスライダックス式，座標選択式などコンピュータを
利用したテストの解答形式） 1)

C2 Iその他

24,258 問は「客観式」あるいは「 記述式」の下
ゴリ ーにくまなく分類され， 「その他」(Cl,

C2)に該当するものはなかった。 なお，枝問の解答
形式の分類であるため， 例えば， 「小論文」という科
目で出題 された試験であっても， 内容によって
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「B9」に分類されない場合もあった。 また， 一部の
問題は「客観式」の解答を要求した上で， それに対し
て「記述式」で説明を求める形式のものが存在した。
その場合， 設問自体は分割することが難しいので一つ
の枝問として数え， 「記述式」として該当するカテゴ
リ ーに分類することと

3結果

3.1教科・科目による解答形式の特徴
大学を込みにして教科・科目ごとに各解答形式の

出題数を集計した。 表2には， 客観式については合計
のみ， 記述式については， 穴埋め式と短答式，80
以下の記述式問題，80字以上の記述式問題， それ以
外の記述式問題， の集計結果を示した。

表2教科・科目別の客観式問題と記述式間題の間題数と割合

記述式
教科科目 客観式 穴埋め式・ 80字以下 80字以上 それ以外 計

短答式
国語 123 929 515 224 232 i,900 2,023 

％ 6. 1% 45.9% 25. 5% 11. 1% 11. 5% 93.9% 100. 0% 

世界史 問題数 24 319 58 61 1 439 463 

％ 5.2% 68.9% 12.5% 13.2% 0.2% 94.8% 100.0% 

日本史 問題数 22 282 78 59 ゜ 419 441 

％ 5.0% 63.9% 17. 7% 13. 4% 0.0% 95.0% 100.0% 

地理 問題数 77 204 71 68 3 346 423 

％ 18.2% 48.2% 16.8% 16. 1% 0, 7% 81. 8% 100. 0% 

現代社会 問題数 2 13 3 17 1 34 36 

％ 5.6% 36. 1% 8.3% 47.2% 2.8% 94.4% 100. 0% 

倫理 問題数 2 2 ゜ 14 ゜ 16 18 

％ 11. 1% 11. 1% 0.0% 77.8% 0.0% 88.9% 100.0% 

政治・ 問題数 6 15 5 18 ゜ 38 44 

％ 13.6% 34. 1% 11. 4% 40.9% 0.0% 86.4% 100 .0% 

倫理、 政治・ 問題数 ゜ ゜ 1 6 ゜ 7 7 

％ 0.0% 0.0% 14.3% 85. 7% 0.0% 100.0% 100.0% 

数学（文系） 問題数 ゜ 410 ゜ ゜ 307 717 717 

％ 0.0% 57 .2% 0.0% 0.0% 42.8% 100. 0% 100.0% 

数学（理系） 問題数 2 1,017 2 ゜ 862 1,881 1,883 

％ 0. 1% 54.0% 0. 1% 0.0% 45.8% 99.9% 100.0% 

物理 問題数 183 1,519 54 29 1, 187 2
9
, 
3
7
.
8
8別S 

2,972 

％ 6.2% 51. 1% 1. 8% 1.0% 39.9% 100.0% 

化学 問題数 385 2,316 344 76 1,455 4,191 4,576 

％ 8.4% 50.6% 7枷 5% 1. 7% 31. 8% 91. 6% 100.0% 

生物 問題数 433 2,384 577 227 115 3,303 3,736 

％ 11. 6% 63.8% 15.4% 6. 1% 3. 1% '88. 4% 100. 0% 

地学 問題数 108 723 131 89 86 1,029 1, 137 

％ 9.5% 63.6% 11. 5% 7.8% 7 拿 6% 90.5% 100.0% 

英語 問題数 625 1,059 8 3 1,208 2,278 2,903 

％ 21. 5% 36.5% 0.3% 0.1% 41. 6% 78. 5% 100傘 0%

英語L 問題数 38 41 11 2 17 71 109 
“ ;O 34.9% 37.6% 10. 1% 1.8% 15.6% 65. 1% 100.0% 

英語w 問題数 ゜ 5 ゜ ゜ 15 20 20 

％ 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 75.0% 100 .0% 100. 0% 

総合問題 問題数 67 614 137 127 311 1, 189 l, 256 

％ 5.3% 48.9% 10. 9% 10會 1% 24.8% 94. 7% 100. 0% 

小論文 問題数 22 163 72 60 934 1,229 1,251 

％ 1.8% 13.0% 5.8% 4. 8% 74. 7% 98.2% 100. 0% 

その他 問題数 41 122 42 8 30 202 243 
0,/ o 16.9% 50.2% 17. 3% 3.3% 12.3% 83. 1% 100. 0% 

合計 問題数 2,160 12,137 2,109 I, 088 6,764 22,098 24,258 

％ 8.9% 50.0% 8. 7% 4. 5% 27.9% 91. 1% 100. 0% 

注）疇L: リスニング，疇W: ティング
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全問題に占める記述式問題の割合 は91.1%, 穴埋め
式・短答式を除いた場合 は41.1%であった。宮本・倉
元 （印刷中） では， 前者は87.5%とほぼ同様であっ
たが， 後者は47.5%であり， 若干減少した。 今回， 解
答形式を再判定した結果，宮本・倉元（印刷中） では，
表1 のBlOに分類された「数学は：系）」「数学（理
系）」の問題のいくつかが，B2 に分類されたことによ
る。

教科・科目別にみると， 「英語」「英語L」以外は
8割以上が記述式問題であった。 「英語」は 78.5%,
「英語L」は65.1%であった。 穴埋め式・短答式 を除
いた場合の記述式問題は「倫理」「倫理政治・経済」
「小論文」「英語w」で75..--....,100%, 「国語」「現代 ‘

社会」 「政治・経済」 「数学（理系）」 「総合問題」
「数学（文系）」「物理」「化学」「英語」で40..--....,
60%, 「世界史」「日本史」「地理」「地学」「英語

L」「その他」「生物」で20�35%であった。 この結
果は， 「数学 （文系）」「数学（理系）」以外は，宮
本・倉元（印刷中） と同様の結果であった。 「数学（文
系）」「数学（理系）」については， 先述 した理由のた
め減少した。

80字以上の記述問題をみると，総計 1,088 問で，
全問題の4.5%であったが， 教科・科目によってバラ
ツキが大きかった。それらを明瞭にするために， 各教
科・科目の割合 をグラフ化し，`降順に並べたのが図1
である。 「倫理政治・経済」「倫理」で 77%以上，
「現代社会」「政治・経済」で40%以上と， 他の教
科・科目よりも著しく高かった。 以下， 「地理」～

「総合問題」までが 10�17%, 「地学」～ 「その他」
までがs� 8%, 「英語 L」~「英語」までが2%末
満で推移し， 「数学（文系）」「数学 （理系）」「英語
w」は皆無であった。
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図1 各教科・科目の記述問題(80字以上）の割合

3.2各大学の記述式問題(80字以上）の出題状況
大学ごとに80字以上の記述式問題を集計した。 教

科・科目を込みにした合計数の分布を図2に，その記
述統計量を表3に示した。80字以上の記述式問題を
全 く 課していない大学は82 大学中9 大学であった。
半数以上の大学が 9問以上， 上位4分の3が19問以
上出題していた。最大は58問であった。

教科・科目別に80字以上の記述式問題を課してい
る大学を集計し，降順に並べた結果（図 3), 教科・
科目は次の3群に分かれた。 ① 6 割以上の大学で出
題： 「生物」 「国語」，②約2, 3割の大学で出題：
「化学」「地学」「小論文， 「総合問題」「世界史」
「物理」「日本史」「地理」， ③ 1 割未満の大学で
出題： 「倫理」， 「政治・経済」， 「英語，現代社会」
「倫理政治・経済」「英語L」「その他」。

3.3記述式問題(80字）の教科・科目の構成比からみ
た大学の分類

何らかの教科・科目で80字以上の記述式問題を課
している 73大学の類型を探るために，それぞれの教
科・科目の構成比を用いてクラスタ ー分析(Ward法）
を行った。 デンドログラムから， 大きく4つのクラス
タ ーに分かれると判断した。 第 1クラスタ ー37 大学，
第2クラスタ ー 8大学， 第 3 クラスター8 大学， 第4
クラスター20 大学であった。 これら4 つのクラスタ
ー の特徴を明確にするために， クラスタ ー 別に各教
科・科目の構成比の平均を算出し， 図 4 に示した。

第 1 クラスター はすべての教科・科目に分布し，2
割を超えるものはなかった。 第 2クラスタ ーは「総合
問題」が約 9割， 第 3クラスタ ー は「国語」が約 9割，
第4クラスタ ーは「生物」が約 7割を占めた。
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表3記述式問題(80字以上）の
出題数の記述統計量
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図4各クラスタ ーの記述問題(80字以上） の科目・教科別の平均比率
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?、

以上から， 第1クラスターは複数の教科・教科にわ
たって80字以上の記述問題を出題する「全教科型」
と解釈できる。 それに対して， 第2クラスター～第4
クラスターは特定の 1つの教科・科目において80字
以上の記述問題が出題され， 第2クラスターは「総合
問題型」，第3クラスターは「国語型」，第4クラス
ター 「生物型」と解釈できた。

4考察
本研究の目的は，80字以上の記述式問題という観

点から，「国立大学の個別学力検査では記述式問題は
課されていない」を検証することであった。

80字以上の記述式問題は，総計1,088問が出題さ
れていた。相対的に「地理歴史」「公民」の科目全般
が，80字以上の記述問題として出題されやすく，
「国語」や「総合問題」を上回っていた。 大学数をみ
ると， 全く出題しない大学は 9大学に過ぎず， 半数以
上の大学が 9問以上出題していた。 また，各大学の
80字以上の記述間題の教科・科目の特徴をみると，

さまざまな教科・科目で幅広く出題する大学(37大
学） と， 「総合問題」(8大学）， 「国語」(8大学），
「生物」(20大学） を中心にして出題する大学に類型
化された。

以上から， 国立大学の大部分において，80字以上
の記述式問題は課されており， また，それは「国語，
小論文，総合問題」だけに限定されるものではないこ
とが明らかになった。したがって， 「国語，小論文，
総合問題のいずれも課さない募集人員は， 全体の約6
割にのぼる」（文部科学省， 2016)という事象だけを
根拠にして， あたかも国立大学の 一般入試個別学力検
査では記述式問題があまり出題されていないかのよう
な認識の下に現状の大学入試の問題点やあり方を議論
するのは実態からかい離していることが改めて明らか
となった。

もちろん，本研究は， あくまで出題されている問題
数及び大学数の観点からの分析結果である。 大学の出
題・採点能力という側面からは，国立大学には個別学
力検査でその役割を担える可能性を示唆する実績があ
ることが示された。 一方， 受験生の学習行動に対する
影響力という観点から国立大学の一般入試個別学力検
査の問題を議論するには，本研究の分析では不足して
いる部分がある。少なくとも， 文部科学省(2016)の
データとの直接的な比較という意味で，倉元・宮本

(2016)で実施した募集単位での分析を行う必要があ
ろう。

また， 「複数の情報を統合し構造化して新しい考え

をまとめる思考・判断の能力や，その過程を表現する
能力をよりよく評価する」（高大接続システム改革会
議2016)ための記述式間題については， 現状の動
向では国語を中心に検討されているが，本研究の結果
を踏まえると， 例えば， 地理歴史， 公民理科といっ
た他教科の科目も含めた総合的な観点からの，質的な
検討が必要であろう。
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